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本
日
は
、
第
73
回
全
国
大
会

に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
機
会

を
私
に
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
こ
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

意
見
を
２
点
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

６
年
前
の
４
月
に
中
部
横
断

自
動
車
道
の
八
千
穂
高
原
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
佐
久
南
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
が
開
通

し
、
佐
久
穂
町
は
上
信
越
自

動
車
道
と
繋
が
り
ま
し
た
。
こ

の
開
通
効
果
は
、
と
て
も
大
き

く
、
佐
久
市
で
は
工
業
団
地
の

分
譲
に
よ
り
新
た
な
企
業
も
進

出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
佐
久

穂
町
で
は
、
私
立
の
認
定
保
育

園
、
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
を

理
念
と
す
る
小
学
校
そ

し
て
中
学
校
、
そ
れ
ぞ

れ
１
つ
ず
つ
新
た
に
開

校
し
た
こ
と
で
様
々
な

効
果
が
現
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
入
学
・
入
園

さ
れ
た
お
子
様
の
保
護
者
が
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と
化
し
た
商

店
街
の
お
店
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
こ
の
５
年
間
で
８
つ
の
店

舗
が
開
店
し
ま
し
た
。
田
舎
で

は
考
え
ら
れ
な
い
カ
レ
ー
専
門

店
や
ジ
ュ
エ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
ま

で
あ
り
ま
す
。
行
列
の
で
き
る

お
店
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
保
護

者
と
し
て
毎
年
２
名
程
度
の
医

師
が
佐
久
地
域
に
移
住
さ
れ
、

病
院
の
医
師
不
足
を
補
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
令
和
元
年
東
日
本

台
風
で
は
、
被
災
し
た
国
道

１
４
１
号
の
う
回
路
と
し
て
、

被
災
支
援
の
自
衛
隊
や
国
交
省

テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
も
こ
の
道
を

使
っ
て
支
援
に
駆
け
つ
け
て
い

た
だ
く
な
ど
、
ま
さ
に
命
の
道

と
し
て
そ
の
機
能
を
発
揮
し
、

地
域
の
安
全
と
安
心
の
確
保
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
部
横
断
自
動
車
道
唯
一
の

未
整
備
区
間
で
あ
る
八
千
穂
高

原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
長

坂
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
仮
称
）

間
の
一
日
も
早
い
事
業
化
と
早

期
全
線
開
通
へ
の
地
元
の
期
待

は
益
々
大
き
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
残
る
未
整
備
区

間
に
つ
い
て
は
、
本
年
７
月
、

事
業
予
定
者
で
あ
る
国
土
交
通

省
か
ら
長
野
・
山
梨
両
県
に
ル

ー
ト
案
が
示
さ
れ
、
現
在
、
両

県
に
お
い
て
都
市
計
画
原
案
の

作
成
や
地
元
説
明
会
等
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
私

た
ち
は
環
境
影
響
評
価
や
都
市

計
画
決
定
等
に
向
け
た
手
続
き

が
着
実
に
進
み
、
事
業
着
手
と

な
る
よ
う
地
元
調
整
や
要
望
活

動
等
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

生
産
性
の
向
上
と
働
き
方
改
革

の
両
立
が
叫
ば
れ
る
中
、
道
路

は
全
て
が
繋
が
っ
て
こ
そ
十
分

な
効
果
を
発
現
す
る
と
し
み
じ

み
思
い
ま
す
。

　

高
規
格
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ

リ
ン
ク
解
消
に
つ
い
て
は
、
５

か
年
で
約
２
０
０
区
画
の
う

ち
、
そ
の
３
割
程
度
の
解
消
を

図
る
と
い
う
計
画
の
も
と
、

事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
中
長
期
目
標
の
１
０
０
％

解
消
に
向
け
て
、
切
れ
目
な
く

継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
人
流
・
物

流
の
活
性
化
に
向
け
て
企
業
誘

致
、
農
業
や
観
光
等
の
地
域
振

興
の
た
め
に
、
高
規
格
道
路
の

ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消

は
、
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
は
本
日
お
集
ま
り
の

皆
様
と
思
い
を
共
有
し
て
い
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
高

規
格
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン

ク
の
解
消
に
向
け
て
、
私
達
は

も
っ
と
も
っ
と
努
力
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
私
の
１
点
目
の
意

見
で
す
。

　

２
点
目
は
、
国
土
強
靱
化
に

向
け
た
必
要
な
支
援
・
予
算
の

確
保
に
つ
い
て
で
す
。
令
和
元

年
東
日
本
台
風
で
は
、
長
野
県

の
東
部
・
北
部
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
佐
久
穂

町
も
例
外
で
は
な
く
、
町
内
の

千
曲
川
や
そ
の
支
流
沿
い
、
あ

る
い
は
裏
山
に
大
き
な
被
害
が

出
ま
し
た
。
行
政
に
守
ら
れ
る

の
が
住
民
、
行
政
を
責
め
る
の

も
住
民
、
で
は
文
化
は
進
化
し

ま
せ
ん
。
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速

化
対
策
が
本
年
度
で
３
年
目
を

迎
え
る
中
、
頻
発
す
る
自
然
災

害
に
し
っ
か
り
備
え
て
い
く
た

め
に
は
、
中
長
期
に
わ
た
り
安

定
的
な
国
土
強
靱
化
に
取
り
組

む
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の

た
め
に
必
要
な
予
算
・
財
源
を

例
年
以
上
の
規
模
で
確
保
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
５
年
間

の
対
策
期
間
終
了
後
も
継
続
的

に
取
り
組
む
た
め
、
国
土
強
靱

化
実
施
中
期
計
画
を
早
期
に
策

定
し
、
必
要
な
予
算
・
財
源
を

通
常
予
算
と
は
別
枠
で
確
保
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
５

か
年
加
速
化
対
策
は
、
高
規
格

道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
解

消
は
も
と
よ
り
、
四
車
線
化
や

ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化
、
さ
ら
に
は
老
朽
化
対
策
等

に
必
要
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

本
日
お
集
ま
り
の
皆
様
と
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
ま
す
。
以

上
２
点
の
意
見
を
申
し
上
げ
ま

し
た
。

〔
新
選
出
理
事
〕

本
部
・
宮
坂
周
治

北
海
道
・
丸
岩
浩
二

北
海
道
・
北
谷
啓
幸

岩
手
県
・
内
舘　

茂

埼
玉
県
・
岩
﨑
康
夫

山
梨
県
・
長
田
富
也

山
梨
県
・
堀
内
富
久

長
野
県
・
佐
々
木
祥
二

長
野
県
・
寺
沢
功
希

岐
阜
県
・
林　

宏
優

愛
知
県
名
古
屋
市
・
岡
本
や
す

ひ
ろ

福
井
県
・
山
本　

厚

奈
良
県
・
平
岡
清
司

徳
島
県
・
町
田
寿
人

福
岡
県
・
坪
根
秀
介

大
分
県
・
日
野
康
志

　

「
道
の
駅
」
の
初
め
て

の
登
録
は
平
成
五
年
四

月
。
初
回
登
録
か
ら
今
年

で
三
〇
年
が
過
ぎ
、
八
月

に
は
五
十
九
回
目
の
登
録
が
行
わ
れ
、
全

国
で
１
２
０
９
駅
に
ま
で
増
え
た
。
制
度

創
設
か
ら
三
〇
年
で
全
国
津
々
浦
々
に
整

備
さ
れ
、
数
の
増
加
の
み
な
ら
ず
、
サ
ー

ビ
ス
や
機
能
の
多
様
化
等
に
よ
り
利
便
性

が
向
上
し
、
道
路
利
用
者
の
み
な
ら
ず
近

隣
住
民
の
方
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
観

光
地
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
の
役
割
も

あ
り
、
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
に
出
か
け
る
際
に

立
ち
寄
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
か
。

　

制
度
発
足
当
初
の
第
一
ス
テ
ー
ジ
で
は

通
過
す
る
道
路
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
場
が
中
心
で
あ
り
、
休
憩
施
設
の
印

象
が
強
か
っ
た
が
、
第
二
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
道
の
駅
自
体
が
目
的
地
と
な
る
取

組
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
地
域
の
創
意
工

夫
、
自
由
な
発
想
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
の
多

様
化
、
高
質
化
が
図
ら
れ
る

と
と
も
に
、
防
災
、
福
祉
等

の
地
域
の
課
題
解
決
の
拠
点

と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
二
〇

年
か
ら
は
第
三
ス
テ
ー
ジ
と

し
て
、
地
方
創
生
・
観
光
を

加
速
す
る
拠
点
を
目
指
す
取
組
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
道
の
駅
の
将
来
像
と
し
て
、

道
の
駅
の
世
界
ブ
ラ
ン
ド
化
、
全
国
防
災

拠
点
化
、
地
域
セ
ン
タ
ー
化
の
三
つ
が
示

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
推
進
す
る
た

め
、
国
等
に
よ
る
支
援
の
充
実
等
が
図
ら

れ
て
い
る
。

　

近
年
、
自
然
災
害
が
頻
発
化
・
激
甚
化

す
る
中
で
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
は

重
要
性
を
増
し
て
い
る
。
道
の
駅
の
防
災

機
能
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
平
成
十
六
年
に
発
生
し
た
新
潟
県

中
越
地
震
の
際
に
、
被
災
地
や
近
隣
の
道

の
駅
が
避
難
所
等
と
し
て
活
用
さ
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
い
わ
れ
て
い
る
。
平
成

二
十
三
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で

も
避
難
所
、
被
災
地
支
援
前
線
基
地
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
拠
点
等
と
し
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
う
し
た
流
れ
を

受
け
、
非
常
用
電
源
、
貯
水
槽
、
給
水
タ

ン
ク
、
非
常
用
ト
イ
レ
、

防
災
倉
庫
等
が
整
備
さ
れ

る
な
ど
、
道
の
駅
の
防
災

拠
点
化
が
推
進
さ
れ
て
き

た
。
本
年
七
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
国
土
強
靱
化

基
本
計
画
」
に
お
い
て
も

「
防
災
道
の
駅
」
等
を
中
心
に
防
災
機
能

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定

等
に
よ
る
災
害
対
応
の
体
制
構
築
を
推
進

す
る
と
さ
れ
、
全
国
の
防
災
拠
点
化
の
推

進
に
期
待
が
高
ま
る
。

　

第
三
ス
テ
ー
ジ
で
は
観
光
を
加
速
す
る

拠
点
も
目
指
す
と
さ
れ
て
い
る
。
円
安
効

果
も
相
ま
っ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
回

復
し
つ
つ
あ
る
中
、
観
光
振
興
を
通
じ
た

地
方
創
生
に
対
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
大

き
い
。

　

道
の
駅
は
公
共
施
設
で
あ
る
一
方
で
、

地
域
の
自
由
な
発
想
、
創
意
工
夫
に
よ

り
、
サ
ー
ビ
ス
を
多
様
化
で
き
る
柔
軟
さ

が
あ
る
。
地
域
の
方
の
地
元
愛
に
満
ち
た

ア
イ
デ
ア
に
支
え
ら
れ
た
賑
わ
い
空
間
と

し
て
、
よ
り
一
層
、
利
用
者
に
楽
し
み
と

安
全
・
安
心
を
与
え
て
く
れ
る
拠
点
と
し

て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
関
係
者
が
連
携
し
、
第
三

ス
テ
ー
ジ
の
取
組
を
総
合
的
に
推
進
す
る

こ
と
が
重
要
だ
。

「
道
の
駅
」
第
三
ス
テ
ー
ジ
の

取
組
の
総
合
的
な
推
進
を

【工事通行止め】
◇西名阪自動車道　大堀出口⇒松原JCT／松原JCT（近畿道→阪神高速）
　11月27日（月）～12月７日（木）　各日20：00～翌６：00
◇紀勢自動車道　勢和多気IC～紀伊長島IC
　11月27日（月）～12月７日（木）　各日20：00～翌６：00
◇新名神高速道路　高槻IC～茨木千提寺IC（上下線）
　12月５日（火）21：00から12月６日（水）３：00
◇北陸自動車道　木之本IC（上り線）
　11月27日（月）、28日（火）　各日20：00～翌６：00
【工事規制】
◇新東名高速道路　新城IC～岡崎東IC
　下り線　令和６年１月15日（月）０：00～２月16日（金）18：00　土日祝を除く
　上り線　令和６年２月13日（火）０：00～３月８日（金）18：00　土日祝を除く
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長
野
県
佐
久
穂
町
長

佐
々
木
　
勝
全
国
大
会
実
行
委
員
会

委
員

役
員
の
一
部
改
選

役
員
の
一
部
改
選

講
演
会

講
演
会

俳優・タレント

峰　竜太

新
た
な
時
代
に
続
く
〝
み
ち
〟

～
よ
い
人
間
関
係
は
明
日
に
向
か
う
一
歩
～

鹿
児
島
県
・
鳥
部
敏
雄

京
都
市
・
平
島
竜
二

特
別
会
員
・
石
塚
周
平

〔
新
承
認
副
会
長
〕

本
部
・
宮
坂
周
治

北
海
道
地
区
（
北
海
道
）
・
丸

岩
浩
二

〔
新
指
名
常
任
理
事
〕

北
海
道
・
北
谷
啓
幸

岩
手
県
・
内
舘　

茂

埼
玉
県
・
岩
﨑
康
夫

山
梨
県
・
長
田
富
也

長
野
県
・
佐
々
木
祥
二

岐
阜
県
・
日
置
敏
明

福
井
県
・
山
本　

厚

徳
島
県
・
町
田
寿
人

京
都
市
・
平
島
竜
二〈

敬
称
略
〉

ETC限定ドラ割
「ウィンターパス2024」

「ウィンターパス2024」
https://www.driveplaza.com/etc/drawari/2024_winter_
pass/

「ドラぷらの旅」　https://e-nexcotours.jp/
「ドラぷら」　https://www.driveplaza.com/

（
月
）
の
う
ち
※
、
連
続
す
る

最
大
２
日
間
も
し
く
は
最
大
３

日
間

※
令
和
５
年
12
月
26
日
（
火
）

～
令
和
６
年
１
月
４
日
（
木
）

を
除
く
。

▽
セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
（
首
都
圏
）

　

「
ウ
ィ
ン
タ
ー
パ
ス

２
０
２
４
」
と
「
宿
泊
ま
た
は

リ
フ
ト
券
等
」
を
セ
ッ
ト
利
用

す
る
方
に
限
り
、
連
続
す
る
最

大
２
日
間
（[

蔵
王
プ
ラ
ン]

の

み
最
大
３
日
間
）
、
定
額
で
発

着
エ
リ
ア
（
首
都
圏
の
み
）
か

ら
目
的
地
エ
リ
ア
ま
で
の
高
速

道
路
が
乗
り
降
り
自
由
で
利
用

可
能
。

※
対
象
区
間
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
。

▽
往
復
プ
ラ
ン
（
首
都
圏
・
仙

台
・
新
潟
）

　

連
続
す
る
最
大
３
日
間
の
う

ち
、
定
額
で
発
着
エ
リ
ア
（
首

都
圏
、
仙
台
、
新
潟
）
か
ら
目

的
地
エ
リ
ア
ま
で
の
１
往
復
の

高
速
道
路
を
利
用
可
能
な
プ
ラ

ン
。

※
対
象
区
間
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
。

【
利
用
方
法
】

▽
セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
（
首
都
圏
）

《
宿
泊
と
の
セ
ッ
ト
》

（
１
）
「
ド
ラ
ぷ
ら
の
旅
」
か

ら
セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
と
宿
泊
を
事

前
に
申
し
込
む
。

（
２
）
申
し
込
み
時
に
登
録
し

た
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
と
車
種
の
車

で
高
速
道
路
を
利
用
。

《
ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
券
等
と

の
セ
ッ
ト
》

（
１
）
「
ド
ラ
ぷ
ら
」
か
ら
事

前
に
申
し
込
む
。
※
申
込
受
付

は
、
12
月
下
旬
を
予
定
。

（
２
）
申
し
込
み
時
に
登
録
し

た
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
と
車
種
の
車

で
高
速
道
路
を
利
用
。

（
３
）
ス
キ
ー
場
に
向
か
う
途

中
に
あ
る
指
定
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
※

で
「
ウ
ィ
ン
タ
ー
パ
ス
セ
ッ
ト

プ
ラ
ン
引
換
券
」
を
取
得
。
※

引
換
券
設
置
エ
リ
ア
は
「
ド
ラ

ぷ
ら
」
セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ペ
ー
ジ

で
確
認
。

（
４
）
ス
キ
ー
場
で
引
換
券
及

び
申
込
み
完
了
メ
ー
ル
の
「
セ

ッ
ト
プ
ラ
ン
ク
ー
ポ
ン
」
画
面

を
提
示
し
て
セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
専

用
リ
フ
ト
券
等
を
購
入
。

▽
往
復
プ
ラ
ン
（
首
都
圏
・
仙

台
・
新
潟
）

（
１
）
「
ド
ラ
ぷ
ら
」
か
ら
事

前
に
申
し
込
む
。

（
２
）
申
し
込
み
時
に
登
録
し

た
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
と
車
種
の
車

で
、
次
の
と
お
り
利
用
。

①
往
路
：
発
着
エ
リ
ア
内
の
Ｉ

Ｃ
か
ら
乗
り
、
目
的
地
エ
リ
ア

内
の
Ｉ
Ｃ
で
降
り
る

②
復
路
：
目
的
地
エ
リ
ア
内
の

Ｉ
Ｃ
か
ら
乗
り
、
発
着
エ
リ
ア

内
の
Ｉ
Ｃ
で
降
り
る

【
利
用
特
典
な
ど
】

（
１
）
Ｅ
Ｔ
Ｃ
マ
イ
レ
ー
ジ
サ

ー
ビ
ス
の
ポ
イ
ン
ト
プ
ラ
ス
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
が
販
売

す
る
ド
ラ
割
を
平
日
の
み
の
利

用
期
間
で
申
込
み
の
う
え
利
用

す
る
場
合
、
ド
ラ
割
販
売
価
格

の
15
％
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
マ
イ
レ
ー
ジ

ポ
イ
ン
ト
を
追
加
付
与
す
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
。

（
２
）
Ｅ
‐
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
ポ
イ

ン
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

Ｅ
‐
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ 

ｐ
ａ
ｓ

ｓ
で
利
用
の
方
に
、
通
常
の
ポ

イ
ン
ト
に
加
え
て
Ｅ
‐
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
ポ
イ
ン
ト
を
50
Ｐ
プ
レ
ゼ

ン
ト
。

（
３
）
優
待
特
典
と
ア
ン
ケ
ー

ト
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

目
的
地
エ
リ
ア
周
辺
の
対
象

ス
キ
ー
場
・
宿
泊
施
設
・
温
泉

施
設
・
観
光
施
設
や
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

な
ど
と
連
携
し
、
割
引
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
お
得
な
優
待
特
典
や

ア
ン
ケ
ー
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用

意
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
は
、
観

光
需
要
を
喚
起
す
る
地
域
と
連

携
し
た
企
画
割
引
「
ド
ラ
割
」

を
販
売
し
て
い
る
。

　

今
冬
も
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
限
定
で

高
速
道
路
料
金
が
割
引
に
な

る
ド
ラ
割
「
ウ
ィ
ン
タ
ー
パ

ス
２
０
２
４
」
を
10
月
25
日

（
水
）
よ
り
発
売
し
て
い
る

（
対
象
は
普
通
車
、
軽
自
動
車

等
）
。

　

「
ウ
ィ
ン
タ
ー
パ
ス

２
０
２
４
」
は
ス
キ
ー
・
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
の
お
出
か
け
に
最
適

な
目
的
地
ま
で
の
往
復
の
高
速

道
路
料
金
が
割
引
に
な
る
商
品

で
あ
る
。
今
年
は
新
た
に
首
都

圏
か
ら
「
ウ
ィ
ン
タ
ー
パ
ス

２
０
２
４
」
と
「
宿
泊
ま
た
は

リ
フ
ト
券
等
」
を
セ
ッ
ト
で
利

用
す
る
と
お
得
で
乗
り
降
り
自

由
の
「
セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
※
」
６

プ
ラ
ン
も
用
意
し
て
い
る
。

（
※
セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
は
、
ド
ラ

割
料
金
の
ほ
か
に
別
途
宿
泊
代

金
ま
た
は
リ
フ
ト
券
等
の
料
金

が
必
要
。
）

　

昨
シ
ー
ズ
ン
か
ら
の
「
往
復

プ
ラ
ン
」
も
引
き
続
き
首
都
圏

・
仙
台
・
新
潟
を
発
着
エ
リ
ア

と
し
た
19
プ
ラ
ン
を
用
意
し
て

い
る
。

【
商
品
概
要
】

▽
利
用
期
間
（
往
復
プ
ラ
ン
・

セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
共
通
）

　

令
和
５
年
12
月
１
日
（
金
）

か
ら
令
和
６
年
４
月
１
日
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